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緑
と
花
と
夢
が
あ
ふ
れ
る
綾

瀬
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

市
民
会
議　
　
　

安
藤　

多
恵
子

２１

　

問　

市
内
の
貴
重
な
緑
を
残
す
た
め
、

受
け
身
で
な
く
、
積
極
的
な
緑
地
買
収
を

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。
特
定
の
緑
地

に
対
し
、
市
民
の
寄
付
や
、
市
民
債
の
発

行
な
ど
、
市
民
参
加
で
緑
の
保
全
を
考
え

て
は
。
民
有
地
の
緑
を
増
や
す
た
め
に
、

生
け
垣
の
補
助
を
１
本
の
樹
木
や
オ
ー
プ

ン
な
緑
な
ど
、
対
象
を
広
げ
て
は
。
店
舗

の
緑
化
率
も
面
的
要
件
だ
け
で
な
く
、
樹

木
の
種
類
な
ど
緑
の
量
や
質
の
指
導
や
、

建
築
確
認
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
作
り
、
緑

の
維
持
を
図
っ
て
は
。
ま
た
、
公
園
愛
護

会
や
ア
ダ
プ
ト
制
度
、
個
人
の
プ
ラ
ン
タ

ー
な
ど
地
域
を
中
心
と
し
て
花
と
緑
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
図
り
、支
援
し
て
は
。

　

答　

重
要
な
緑
地
は
、
計
画
的
な
確
保

が
必
要
で
、
地
権
者
の
合
意
な
ど
の
課
題

も
あ
る
が
積
極
的
に
取
り
組
む
。
特
定
の

緑
地
取
得
へ
の
市
民
債
の
発
行
は
、
有
効

な
手
段
の
一
つ
と
し
て
今
後
検
討
す
る
。

生
け
垣
補
助
の
拡
大
は
、
ど
う
す
れ
ば
市

内
に
緑
を
増
や
せ
る
か
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
考
え
た
い
。
緑
を
維
持
す
る
た
め
の

指
導
で
は
、
開
発
者
に
高
木
や
中
木
を
積

極
的
に
植
樹
す
る
よ
う
要
請
す
る
が
、
開

発
の
際
、
維
持
管
理
の
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
緑
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
で
は
、
公
共
的
な
土

地
で
団
体
な
ど
が
行
う
花
の
苗
の
植
栽
な

ど
に
対
す
る
支
援
も
今
後
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
「
自
治
基
本
条
例
策
定
に
む
け

て
」
を
質
問
）

医
療
費
軽
減
に
つ
な
が
る
高

齢
者
健
康
づ
く
り
の
推
進
を

市
民
会
議　
　
　
　

笠
間　

善
晴

２１

　

問　

今
年
の
総
務
省
の
統
計
調
査
に
よ

る
と
、
９
月
現
在
で
全
国
の　

歳
以
上
の

８０

高
齢
者
は
、
昨
年
よ
り　

万
人
増
え
て
７

３９

３
０
万
人
で
あ
る
。
国
連
経
済
局
に
よ
る

と
、
２
０
５
０
年
に
は
先
進
国
の
中
で
日

本
は
群
を
抜
く
高
齢
化
社
会
に
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
、　

年
後
に

１０

は
高
齢
化
率
が　

％
を
超
え
る
こ
と
が
予

２０

想
さ
れ
、
財
政
面
で
も
医
療
費
が
大
き
な

負
担
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
が
急
務
と
考
え
る
。

現
在
、
あ
や
せ
健
康
プ
ラ
ン　

で
、
健
康

２１

づ
く
り
を
進
め
る
体
制
の
整
備
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。
ま
た
、現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　

本
市
で
は
、
あ
や
せ
健
康
プ
ラ
ン

　

に
、
５
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
健
康

２１づ
く
り
に
取
り
組
み
、
教
育
や
相
談
な
ど

を
通
じ
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
や

意
欲
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
予
防

と
し
て
、転
倒
予
防
教
室
な
ど
を
開
催
し
、

健
康
維
持
増
進
と
疾
病
予
防
を
図
り
、
自

立
し
た
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
生
活
習
慣
改
善
、

生
活
の
質
を
向
上
す
る
に
は
、
日
常
生
活

の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
か
ら
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
現
在
、
健
康
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
体

操
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
運
動
習
慣
が

身
に
つ
く
よ
う
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
材

の
活
用
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

災
害
時
で
の
要
援
護
者
に
対

す
る
避
難
支
援
策
の
策
定
を

市
民
会
議　
　
　
　
　

青
�　

愼

２１

　

問　

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
す
る
意

識
づ
く
り
と
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
す
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
、
障
害
を
持
つ
人
が
、
災

害
時
に
は
避
難
所
へ
の
誘
導
な
ど
手
助
け

が
必
要
と
な
る
。
市
は
こ
れ
ら
の
人
々
の

名
前
な
ど
の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
各
地
域
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
避
難

誘
導
に
は
、
共
に
支
え
合
う
共
助
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、

災
害
時
の
避
難
行
動
に
支
援
を
必
要
と
す

る
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
避
難
支
援

策
の
策
定
と
、
要
援
護
者
の
情
報
の
書
き

込
み
カ
ー
ド
が
必
要
と
思
う
が
。

　

答　

本
市
で
は
、一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、

障
害
者
、
要
介
護
者
な
ど
の
情
報
を
所
管

課
が
把
握
し
、
緊
急
時
に
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
地
域
へ
は
、
要
援
護
者
登

録
を
し
て
い
る
方
を
自
治
会
や
民
生
委
員

に
情
報
提
供
し
、
日
常
の
見
守
り
や
災
害

時
の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
る
。
避
難
誘

導
に
は
、
日
常
生
活
か
ら
、
互
い
に
地
域

社
会
の
中
で
助
け
合
う
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
、
要
援
護
者
自
身
も
溶
け
込
ん
だ
共

助
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。
要
援
護
者

支
援
対
策
は
国
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

も
と
に
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
進
め

る
。
書
き
込
み
カ
ー
ド
は
緊
急
時
の
機
能

的
な
問
題
か
ら
手
帳
の
作
成
を
考
え
る
。

（
ほ
か
に
「
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
「
綾
瀬
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

高
齢
者
へ
の
新
た
な
医
療
負

担
か
ら
市
民
を
守
る
市
政
を

日
本
共
産
党　
　
　

上
田　

博
之

　

問　

来
年
４
月
実
施
さ
れ
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
は
、　

歳
以
上
の
す
べ

７５

て
の
方
か
ら
保
険
料
を
取
り
、
年
金
が
年

　

万
円
以
上
の
方
は
年
金
か
ら
強
制
的
に

１８天
引
き
さ
れ
る
。　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

７０

７４

方
は
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
１
割
か
ら

２
割
に
な
り
、
ま
た
、
保
険
料
を
滞
納
す

る
と
保
険
証
を
取
り
上
げ
て
、
窓
口
で
一

時
的
に　

割
負
担
し
な
い
と
医
療
に
か
か

１０

れ
な
い
資
格
証
の
発
行
も
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
脅
か
す
も
の
な

の
で
、
凍
結
・
見
直
し
を
求
め
る
。市
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
で
保
険
の
運
営
主
体
で
あ
る

県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
に
改
善
の
声
を

届
け
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

答　

国
民
皆
保
険
を
持
続
可
能
と
す
る

た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ

れ
る
が
本
市
で
は
、
当
面
法
に
沿
っ
て
対

応
し
て
い
く
。
こ
の
制
度
で
は
、
被
保
険

者
一
人
一
人
が
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と

と
な
る
が
、保
険
料
が
増
加
す
る
と
き
は
、

緩
和
措
置
が
図
ら
れ
る
と
も
聞
い
て
い
る

の
で
注
視
し
た
い
。
資
格
証
の
取
り
扱
い

は
、
政
省
令
や
保
険
料
負
担
の
公
平
性
と

い
う
観
点
か
ら
市
町
村
間
で
協
議
す
る
。

理
由
が
あ
っ
て
滞
納
さ
れ
る
方
に
は
減
免

措
置
が
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
期
高
齢

者
広
域
連
合
へ
は
、
可
能
な
限
り
本
市
の

実
情
を
訴
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
市
民
税
減
免
の
運
用
に
暮
ら

し
を
守
る
視
点
を
」
「
災
害
時
の
要
援
護

者
救
出
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
」を
質
問
）

民
間
委
託
の
推
進
で
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
を

新
政
会　
　
　
　
　

綱
嶋　

洋
一

　

問　

行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ
る
中
、

本
市
で
は
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
含

め
、
民
間
委
託
の
推
進
で
コ
ス
ト
削
減
を

図
り
、
効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
い
る
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で

は
、
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
な
ど

の
委
託
を
予
定
し
て
い
る
が
、
ご
み
収
集

業
務
は
入
っ
て
い
な
い
。
清
掃
職
員
の
給

与
月
額
は
、
民
間
と
比
較
す
る
と
全
国
平

均
を　

万
円
、
県
平
均
を
５
万
円
上
回
っ

１０

て
お
り
、
コ
ス
ト
削
減
の
観
点
か
ら
優
先

度
は
高
い
と
考
え
る
。
さ
ら
な
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
と
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
、
ご
み
収

集
を
は
じ
め
道
路
補
修
や
運
転
業
務
な
ど

を
民
間
委
託
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

答　

本
市
で
は
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源

の
中
で
戦
略
を
定
め
、
自
立
し
た
行
政
経

営
に
移
行
す
る
た
め
、
行
政
改
革
の
大
綱

で
あ
る
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
組
織
改
革
で
は
、
積
極

的
に
民
間
委
託
を
導
入
し
、
効
率
的
な
組

織
運
営
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成　
２１

年
ま
で
の
４
年
間
を
第
１
期
の
集
中
改
革

プ
ラ
ン
と
位
置
付
け
、
期
間
内
に
現
職
員

を　

人
減
ら
す
た
め
、
内
部
的
な
人
員
削

３０
減
と
特
定
業
務
の
民
間
委
託
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。
ご
み
収
集
業
務
の
委
託
化

は
、
３
期
ま
で
あ
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

２
期
以
降
の
計
画
の
中
で
研
究
課
題
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
ア
ダ
プ
ト
制
度
に
つ
い
て
」

「
教
育
行
政
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

第
６
回
線
引
き
の
見
直
し
に

当
た
り
そ
の
構
想
や
課
題
は

市
民
会
議　
　
　

比
留
川　

政
彦

２１

　

問　

第
６
回
線
引
き
見
直
し
の
構
想
や

課
題
を
伺
う
。
市
街
化
を
保
留
す
る
保
留

区
域
の
対
象
と
面
積
、
区
域
内
の
地
権
者

数
と
用
途
地
域
は
。
（
仮
称
）
東
名
綾
瀬

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
整
合
性
は
。
市

街
化
の
編
入
に
際
し
、
区
画
整
理
事
業
な

ど
面
的
整
備
を
行
う
の
か
。
見
直
し
作
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
区
域
内
で
営
農
意

欲
の
あ
る
農
業
経
営
者
に
対
す
る
保
護
政

策
は
。
農
業
活
性
化
策
を
市
全
体
の
構
想

の
中
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。ま
た
、

見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
方
向
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

答　

深
谷
落
合
の
一
部
約　

㌶
２
２
０

５０

人
、吉
岡
西
部
の
一
部
約　

㌶
１
３
０
人
、

３２

市
役
所
周
辺
約　

㌶
１
１
０
人
が
対
象
で
、

２０

深
谷
、
吉
岡
が
工
業
系
、
市
役
所
周
辺
は

今
後
決
定
す
る
。イ
ン
タ
ー
と
の
整
合
は
、

ア
ク
セ
ス
道
路
の
寺
上
線
沿
道
の
土
地
利

用
誘
導
や
産
業
の
活
性
化
な
ど
で
あ
る
。

編
入
に
際
し
て
は
、
区
画
整
理
で
整
備
し

た
い
。
見
直
し
作
業
は
、
年
度
内
に
素
案

を
作
成
し
、
そ
の
後
約
１
年
間
で
関
係
者

の
意
見
を
踏
ま
え
県
が
国
と
調
整
す
る
。

農
業
の
保
護
策
で
は
、
農
業
ゾ
ー
ン
の
設

置
や
農
地
整
備
が
、
活
性
化
策
で
は
、
後

継
者
や
認
定
農
業
者
の
育
成
と
市
民
が
農

業
を
理
解
す
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
と
考

え
る
。
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
地
産

地
消
と
都
市
型
農
業
の
展
開
を
進
め
た
い
。

（
ほ
か
に
「
電
子
収
納
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
を
質
問
）
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　一般質問は、提出された議案にかかわらず市政全般に対して議員が
市側の考え方をただすことができるものです。
　９月定例会では、９月１９日・２０日の本会議で１６人の議員から質問が
行われ、論議が繰り広げられました。以下は質問・答弁の概要です。
（掲載は質問順、５面まで続きます）

　

市
議
会
報
は
、
紙
面
の
都
合

で
発
言
の
一
部
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
内
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、市
立
図
書
館
、

市
議
会
に
備
え
て
あ
る
会
議
録

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、
会
議
録

の
閲
覧
や
検
索
が
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ア
ド
レ
ス

w
w
w
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a
ig
iro
k
u
.n
e
t/

k
e
n
s
a
k
u
/a
y
a
s
e
/a
y
a

s
e
.h
tm
l

か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

９
月
定
例
会
の
会
議
録
は
、

　

月
上
旬
に
閲
覧
で
き
る
予
定

１２で
す
。

詳
し
い
内
容
は

会
議
録
で


